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認定介護福祉士は、2012 年（平成 24 年）に
開始された認定社会福祉士制度に遅れたもの
の、2015 年（平成 27 年）に制度として誕生した。
認定介護福祉士は、介護福祉士の上位資格とし
て『一般社団法人 認定介護福祉士認証・認定
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日検索）
公益社団法人長野県介護福祉士会主催の研修











































































































































































































































































・質の担保             
 
表11　Bさんのコーディングの一部



























































































Aさん ●  ● ● ● 
Bさん ● ● ● ● ● 







































































































































































































































とプロセスに関する研究 : 事例 - コードマ
トリックスを用いて」人間科学研究
17） 第 11 回社会保障審議会福祉部会福祉人材確
保専門委員会「求められる介護福祉像」平

















































・地域の発信       ・後進の育成           ・職業意識の低さ 
・実践現場での活用    ・職能団体への貢献        ・停滞する焦り 
・学びへの渇望      ・仕組みや資格の認知度      ・自職場へのフィードバック 
・同僚との軋轢      ・受講生仲間との支え合い     ・到達する喜び  
・資格制度の意義・目的  ・求められる介護サービスの質   ・介護における専門性の低さ 
・現場への落とし込み   ・介護の言語化          ・多様な人材の流入 
・人材不足（量的確保）  ・質の担保 ・変化する介護ニーズ ・自職場の問題 
・同僚の理解       ・上司の後押し ・豊かな人間関係 ・リーダーの役割変化 
・キャリアップの機会   ・難しいモチベーションの維持   ・劣等感から生まれるエネルギー 
・多角的なものの見方   ・時間的拘束と経済的負担感    ・資格取得に対する付加価値 
・必要とされる機能        ・「自己」から「チーム・地域」への発想転換    
・鍵となる職場の分析   ・中・長期的なキャリアビジョン  ・介護の中にある温かい交流  
・煩雑な現場で置き去りにされるもの             ・制度設計の中での限定的な動き 
・頂点に立つ苦しみ    ・取得後に味わったもどかしさ   ・時間的な余裕に影響を受ける心境 
・変換できる思考プロセス     ・浮彫りになった自己課題     ・介護そのものの魅力 
・アセスメントする姿勢  ・試行錯誤されていた研修内容   ・切磋琢磨できる存在 
・基地局としての自負   ・先人がこだわった業務特性    ・人が育つ風土 
・マネジメントへの意識  ・年数という重み         ・求める力・律する心 





・介護における専門性の低さ  ・変化する介護ニーズ   ・質の担保             
介護現場の実態 ・職業意識の低さ       ・人材不足（量的確保）               
・リーダーの役割変化     ・多様な人材の流入    ・年数という重み  
・先人がこだわった業務特性  ・煩雑な現場に置き去りにされるもの 
内発的動機づけ ・停滞する焦り        ・介護そのものの魅力   ・キャリアップの機会 
・学びへの渇望        ・介護の中にある温かい交流  
外発的動機付け ・同僚の理解         ・切磋琢磨できる存在   ・上司の後押し 
・同僚との軋轢        ・自職場の問題 
研修中の葛藤 ・受講生仲間との支え合い   ・到達する喜び      ・求める力・律する心 
・難しいモチベーションの維持 ・劣等感から生まれるエネルギー 
・時間的拘束と経済的負担感  ・時間的な余裕に影響を受ける心境     
養成カリキュラム ・資格制度の意義・目的    ・制度設計の中での限定的な動き 
・豊かな人間関係       ・試行錯誤されていた研修内容    
資格取得後の心境
変化 
・頂点に立つ苦しみ      ・取得後に味わったもどかしさ  
・浮彫りになった自己課題   ・基地局としての自負   ・高みに辿りついた自信  
習得できたスキル
や現場への変換 
・自職場へのフィードバック  ・現場への落とし込み   ・アセスメントする姿勢 
・多角的なものの見方     ・鍵となる職場の分析   ・マネジメントへの意識 
・「自己」から「チーム・地域」への発想転換       ・変換できる思考プロセス 
資格制度への期待 ・人が育つ風土        ・後進の育成       ・職能団体への貢献 
・実践現場での活用      ・介護の言語化 
地域への還元 ・地域への発信        ・地域に根差した介護の形 
・新たな連携方法の模索 
受講促進要因 ・資格取得に対する付加価値  ・中・長期的なキャリアビジョン 
・仕組みや資格の認知度 
 
